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住 民 と 町 を つ な ぐ 議 会 で あ る た め 。 あ な た の 声 が 町 を 動 か す 。



園芸用ハウス
整備事業補助金

704万円704万円

6
月
定
例
会
の
概
要

　
６
月
定
例
会
は
６
月
８
日
か
ら
13
日
ま
で
開

催
。
陳
情
２
件
、
委
員
会
報
告
１
件
、
報
告（
専

決
）
３
件
、
条
例
（
専
決
）
３
件
、
補
正
（
専
決
）

１
件
、
条
例
１
件
、
補
正
予
算
２
件
、
そ
の
他

３
件
、
人
事
案
件
７
件
、
契
約
２
件
（
専
決
１

件
）
、
合
計
26
件
が
提
出
さ
れ
、
承
認
・
可
決

し
た
。

　おおつき保育所にお邪魔しました。休

み時間になったのでしょうか、子どもた

ちがわあっと外に出て、思い思いに遊び

始めました。

　新鮮な驚きでした。みんなでひとつの

遊びをするのではなく、子どもの思いを

大切にして遊ばせている保育所の姿勢

に心を打たれたのです。いいなあ、と思

いました。

うち、県補助金 234万円

園芸用ハウス等の整備に対する補助金。

姫ノ井園芸団地姫ノ井園芸団地

令和４年度に設置済

スマホでどこでも

通信へ



外商強化業務委託料

次世代通信設備導入事業
うち、デジタル田園都市国家構想推進交付金 5 , 5 0 0 万円

1億1,391万円1億1,391万円

　　住居を新築した場合、告知端末の設置はあるのか。（安原）

答　７５歳以上の方が含まれる世帯のみ新型告知端末を設置する予定です。基本的には、ア
プリを利用したスマートフォンへの移行を進めています。

問

　　この事業はふるさと振興公社以外に委託するものなのか。（中田）

答　ふるさと振興公社の基盤強化として１人増員し、人件費、地場産品をＰＲしていく費用、
視察や出品をする費用を含めた委託料です。公社外に委託する事業ではありません。

問

問
　　国の「デジタル田園都市国家構想推進交付金」を
活用した「次世代通信設備導入事業委託業務」はどの
ような計画か。（浦木）

答　この交付金は、国が推進している地方のデジタル化、
それに伴う各種事業の財源として交付されます。本町
は新しい告知端末の導入だけではなく、スマートフォ
ンへの移行も併せて事業を進めています。

デジタルを活用した地域の課題解決や魅力向上、地方への新たな人の流れの創出、観光
や農林水産の振興などの取り組みや施設整備に対して国が地方公共団体に交付するもの
です。

デジタル田園都市国家構想推進交付金とは

75歳以
上の方

だれでも

300万円300万円

令和５年度補正予算　注目のポイント

身近で便利な



604万円

◆給付金事業

◆地域商品券事業

均等割のみの世帯に
２万円

　コロナ禍において、エネルギー、食料品
価格等の物価高騰の影響を受けた低所得世
帯（住民税非課税世帯等）を対象に給付す
る。

１世帯：３万円

　令和５年度の住民税非課税世帯
１世帯：２万円

　令和５年度の住民税均等割のみ課税世帯

4,403万円非課税世帯に３万円

2,736万円１世帯あたり１万円の
地域商品券を配布

　コロナ禍において、エネルギー、食料品
価格等の物価高騰の影響を受けた低所得世
帯（住民税均等割のみ課税世帯等）を対象
に給付する。

305万円低所得の子育て世帯に
児童１人あたり５万円

　コロナ禍において、エネルギー、食料品価格等の物価
高騰の影響を受けた低所得の子育て世帯（住民税非課税
世帯等）を対象に給付する。

対象児童１人につき：５万円

・令和４年度に子育て世帯生活支援特別給付金の給付
　を受けた世帯
・上記のほか１８歳以下の児童を養育する令和５年度の
　住民税非課税世帯

　物価高騰による消費の冷え込みを抑え、コロナ収束後
の消費を促進するため、地域商品券を配布することで地
域経済の活性化を図る。

１世帯：１万円（商品券）

　本町に住民票のある世帯主
　商品券使用期間：令和５年１１月～令和６年１月末予定

新型コロナ

地方創生臨時交付金関連事業地方創生臨時交付金関連事業



令和５年度　第１号補正（全員賛成）

会計名 補正前の額

一般会計 ５１億７００万円

補正額 計

１億９,３９２万円 ５３億９２万円（歳入・歳出）

８億２,１８９万円 １５３万円 ８億２,３４２万円（歳入・歳出）介護保険
特別会計

会計名
議会費
総務費
民生費
農林水産費
商工費
土木費
消防費
教育費

１２万円
１億１,７７６万円
５,６０７万円
１,００６万円
６５８万円
４５万円
３万円

２８５万円

補正額
一般会計補正予算内訳

●農業委員会委員（全員同意）
　蘆森下　誠　　氏　　蘆安田　勝　　氏
　蘆内原　英明　氏　　蘆松田　照代　氏
　蘆山岡　大真　氏　　蘆田辺　豊浩　氏
　蘆平田　師啓　氏

　任期満了による選任同意。
　任期は令和５年７月２０日より３年間。

●常任委員会委員の任命
　蘆総務厚生常任委員会に安原明彦議員
　蘆議会広報常任委員会に安岡邦彦議員

　　欠員に対してそれぞれ任命しました。

●小型動力ポンプ積載車購入（全員賛成）
　蘆１,０５８万円（柏島）
　蘆契約期間　　令和５年６月１３日（議決）から
　　　　　　　　令和６年３月３１日

●町道渡場線（柏島）橋梁修繕工事請負契約の
　変更（全員賛成）
　蘆変更前契約　７,６２２万円
　蘆変更後契約　９,１６８万円
　蘆増額　　　　１,５４６万円
　蘆変更理由　　　コンクリートをはぐって

みると、今の設計では鋼材
の劣化が想定されるため、
鉄筋を錆から守るために追
加加工する。また、干潮時
の船舶航行に支障となる可
能性があるため、橋梁点検
車を利用した施工方法に設
計変更し増額する。

人 事案件 契 約案件

歳入歳出ともに

補正額　1億9,392万円



　
　
国
東
市
（
４
月
24
日
）

　「
地
域
支
え
合
い
活
動
」
の
中
で
住
民
主
体
の
活
動

と
し
て
、
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
住
民
自
ら
訪
問
し
、
ニ
ー

ズ
調
査
・
全
戸
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
す
る
な
ど
し
て
、

支
え
合
い
活
動
と
し
て
「
寄
ろ
う
会
（
え
）」
が
設
立

さ
れ
て
い
る
。
買
い
物
支
援
、
健
康
体
操
、SN

S

を

活
用
し
た
情
報
発
信
な
ど
、
今
の
時
代
に
沿
っ
た
積

極
的
な
取
り
組
み
が
見
ら
れ
た
。
自
助
、
互
助
、
共
助
、

公
助
の
包
括
的
な
支
援
サ
ー
ビ
ス
も
行
わ
れ
て
い
る
。

あ
き
ら
め
な
い
強
い
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
も
大
き
い
。

視察内容　人づくり・町づくりについて 視察先　大分県　国東市・豊後高田市・臼杵市

（安原）（依岡）（谷） （安原）（依岡）（谷）

　研修に選ばれる市は、トップ
クラスの地域にふさわしい施
策が充実している。
　豊後高田市は移住をしたい
気持ちがわきでる施策が各部
門にちりばめられている。
　そして、施策の財源がふるさ
と納税から充てられている。大
月町もふるさと納税にもっと
力を入れるべきである。地方交
付税も減額になる現状に立ち
向かい、自主財源を確立し魅力
ある大月町の施策を作り上げ
る原動力はふるさと納税であ
ろう。ふるさと応援基金の復活
とさらなる上昇志向へと導か
なければ大月町の未来はない。
（安原）

　３市とも住民主体となり、
支え合う地域づくりに取
り組んでいる。移住、教育、
住宅施策など、しっかりと
した組織づくりをし、自治
体、行政がしっかり支援を
し、連携が取れた地域づく
りになっている。大月町も
地域包括、社協、各種団体、
地区自治体、行政、などが
一体となる施策を早急に
取り組むべきと考える。住
民主体の協働のまちづく
りを、行政側からも発信し、
自助・互助・共助・公助の
町づくりを共につくり上
げる組織づくりを提言し
ていきたい。（依岡）

　３市とも様々な取り組みがなさ
れている、あきらめない強いリ－
ダ－が同じ志を持つ人をつくり、
行政と連携し住んでよかった町づ
くりが出来るのであろう。大月町
においても、人口が減っても、子ど
も、若者、お年寄りがいて様々な文
化の伝承ができ、豊かな暮らしが
ある。その理想に向かって進める
施策であってほしいものである。
　今いるリーダ－達に頑張れる政
策での導きを確立すべきだと強く
感じた。（谷）

見えてきた大月町の課題とは？



　３市とも共通して
いることが、やはり
「人材育成」。そのた
めの仕組みづくり、
人の育て方、予算の
使い方、財源確保等、
参考にすべきもの
をたくさん聞かせ
てもらった研修で
あった。
　議会からも町づ
くり、人づくりに活
かせるよう執行部
に対して提言すべ
きである。（中田）

　３市とも行政と住
民が一体となり、地
域や将来の課題に
取り組んでいる。私
たち議員ももっと住
民との対話を大切
にし、地域の課題や
将来の課題など共
有し、行政を動かし
て課題解決に全力
で取り組み、住民が
安全、安心して夢を
持って暮らしてい
ける町づくりに全
力で努める。（久米）

　３市では、人口減少
や少子高齢化に危機感
を抱き、ふるさと納税
を活用した子育て支援
や、定住・移住促進を
図り人口の社会増に繋
げている。また、高齢
者が自ら積極的に活動
し、支え合い組織を立
ち上げ、地域と行政が
一体となって元気な高
齢者社会を目指してい
るなど、市の方向性が
感じられた。本町にお
ける人口減少・少子高
齢化対策は喫緊の課題
であり、ふるさと納税
の活用の検討も必要で
はないか。今後、この
研修成果を共有し、議
会・議員活動を通じ提
案したい。（安岡）

１．国東市では住民主体の
地域支え合い活動ができて
いる。カフェ、食事会など、
ちょい加勢、付添い、同行、
代行など生活支援が行き届
いている。子育て支援は赤
ちゃんが欲しい人から就労
支援、障害者支援など総合
的な取り組みがなされてい
る。
２．豊後高田市では市長の
方針が明確であること、子
育てに対する負担軽減、観
光開発の２つであり、この
方針は３０年間ぶれること
なく続いている。全国トッ
プの子育て支援、教育支援
が充実している。移住、定
住対策の施策は宅地造成を
し移住者には無料で差し上
げているなどの支援。
３．臼杵市では地域振興協
議会を通じた地域コミュニ
ティ－の活性化に向け、連
携、協力し合って地域ごと
に取り組み、住みよい地域
づくりを行っている。
　以上が私が感じた３市の
良さである。
　３市は、大月町より格段
に進んでいる。３市の取り
組みと大月町の取り組みを
比較整理し、３市の取り組
みの良さを大月町に反映さ
せるべく、特別委員会を設
置し目的をはっきりさせて
取り組み、その結果を大月
町に提言することを提案し
たい。（浦木）

　
　
豊
後
高
田
市
（
25
日
）

　「
住
み
た
い
田
舎
」
１１
年
連
続
ベ
ス

ト
３
に
入
る
な
ど
実
績
の
あ
る
市
で

あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
将
来
こ
の
町

が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
危
機
感
か
ら
、

今
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
を
明

確
に
し
、
子
育
て
、
教
育
、
移
住
に
対

す
る
支
援
体
制
が
充
実
し
て
い
る
。

教
育
で
は
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
学

び
の
場
と
し
て
無
料
の
市
営
塾
、
高

校
生
に
は
無
料
の
公
設
民
営
塾
「
う

み
ね
」
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
、

ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
参
加
を
し
て
い

る
と
聞
き
驚
き
で
あ
る
。

　
住
宅
施
策
で
は
、
定
住
促
進
と
し
て
、

移
住
者
に
無
料
で
宅
地
を
提
供
し
て

い
る
。
移
住
・
定
住
対
策
も
手
厚
い
。

婚
活
・
結
婚
応
援
事
業
で
は
、
出
会

い
応
援
イ
ベ
ン
ト
等
も
月
１
回
開
催

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
財
源
は
ふ
る

さ
と
納
税
か
ら
充
て
ら
れ
て
い
て
る
。

　
　
臼
杵
市
（
26
日
）

　
す
べ
て
の
地
域
で
「
地
域
振
興
協

議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
。（
地
域
づ
く
り
・
人
づ
く
り
）
さ

ら
に
「
う
す
き
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」

多
機
関
・
多
職
種
協
働
を
目
指
す
会

議
体
（
参
画
と
協
働
）
を
立
ち
上
げ
、

情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。
地
域
ご

と
の
課
題
に
取
り
組
み
、
連
携
、
協

力
を
し
あ
い
地
域
活
性
化
に
む
け
住

み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
移
住
促
進
に
お
い
て
も
、
オ

ン
ラ
イ
ン
移
住
セ
ミ
ナ
ー
、
移
住
ツ

ア
ー
、
お
試

し
ハ
ウ
ス
な

ど
ス
ム
ー
ズ

な
移
住
が
で

き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い

る
。

（中田）（久米）（安岡）（浦木） （中田）（久米）（安岡）（浦木）

大分県3市  議員視察研修を終えて



「働き場の創出」は「人口減少問題」の改善に繋がる
とおさえ、「林業」にターゲットを絞り調査を開始

森林経営管理法及び森林環境税の導入による国の動向、
また町の森林施策と現状を確認

１．取り組みの経過

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

令和４年１０月２４日

令和４年１１月１８日

令和５年１月１８日

令和５年２月２日

令和５年２月２４日

令和５年５月９日

小規模林業従事者への聞き取り調査結果の報告

山林所有者への意向調査の進捗状況調査

大月町地域資源活用協議会の聞き取り調査

調査報告の取りまとめ

提言内容 働き場の創出（人口減少問題）

２．提言内容
　国の森林経営管理法及び森林環境税の導入は、市町村の森林政策に大きな影響を与えている。
新たな事業の展開や森林・林業を基礎とした、地域の立て直しの活動が広がっていく可能性が
生まれている。森林組合が担う役割がますます多くなっていくと判断し、高性能林業機械への
支援、森林プランナーの育成を図り、自伐等新規就労者への支援体制を整えている。しかしな
がら、いずれも就業者の数が少なく、このままでは健全な森林を維持していくには非常に困難
である。森林所有者への移行調査が一定終了すれば、特に小規模の従事者が必要になってくる。
本委員会は町が委託した森林組合以外の小規模林業従事者を育成することが急務であると判断
した。これは大月町のゼロカーボンシティ宣言に付随するものであり、公共施設のみならず、
大月町が目指すところにも繋がるはずである。よって小規模林業従事者の働く環境をより良く
し、林業従事者の増を図るため、以下の提言をする。

①森林所有者への移行調査のスピードアップに努
めること。
②山林所有者と町内の林業従事者とのマッチング
を図る仕組みを構築すること。
③町が主体となり、小規模林業従事者に対し、環
境・安全・防災・技術に対する意識を高める場
を設けること。
④作業道開設補助金の拡充を検討すること。
⑤バックホウ等重機のレンタル制度を検討するこ
と。
⑥木材の地産地消を促すため、薪ボイラーや薪ス
トーブ、薪風呂等の設備に対する支援制度を検
討していくこと。

産業建設常任委員会　結審報告



A
　
宅
地
造
成
は
い
つ
頃

か
ら
具
体
化
し
、
計
画
を

立
て
る
の
か
。

岡
田
町
長
　
若
者
定
住
対

策
と
し
て
宅
地
造
成
を
検

討
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。
副
町
長
及
び
管
理

職
全
員
に
よ
る
大
月
町
ま

ち
づ
く
り
計
画
検
討
会
議

を
立
ち
上
げ
を
し
、
宅
地

造
成
に
関
す
る
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
を
検
討
す
る
た

め
、
講
師
を
招
い
た
研
修

会
を
初
回
の
会
議
と
し
、

令
和
６
年
２
月
に
取
り
ま

と
め
を
し
、
３
月
定
例
会

に
は
最
終
報
告
を
行
う
予

定
で
す
。

A
　
定
住
を
図
る
た
め
住

宅
建
設
を
支
援
す
る
補
助

金
制
度
の
創
設
は
あ
る
の

か
。

岡
田
町
長
　
ま
だ
検
討
に

至
っ
て
な
い
の
が
現
状
で

す
。
低
価
格
の
分
譲
を
行

う
か
、
住
宅
建
築
の
部
分

を
支
援
し
て
い
く
の
か
も

含
め
、
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

A
　
少
子
高
齢
化
に
歯
止

め
が
か
か
ら
な
い
中
、
自

然
災
害
の
備
え
、
担
い
手

不
足
が
深
刻
な
問
題
だ
。

各
団
体
と
も
連
携
を
し
地

域
協
同
の
町
づ
く
り
体
制

を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

岡
田
町
長
　
こ
の
問
題
は

地
域
行
事
や
日
常
生
活
に

支
障
を
き
た
す
だ
け
で
は

な
く
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

維
持
や
町
全
体
の
活
力
へ

影
響
し
ま
す
。
住
民
主
体

で
集
落
連
携
に
取
り
組
み
、

地
域
の
支
え
合
い
や
活
性

化
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く

り
を
行
お
う
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
課
題
解
決

に
む
け
、
地
域
間
に
お
け

る
、
相
互
協
力
の
仕
組
み

づ
く
り
を
手
掛
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

A
　
生
活
利
便
施
設
等
を

つ
な
ぐ
ま
ち
バ
ス
の
利
用

状
況
と
住
民
に
即
し
た
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
構
築
が
な

さ
れ
て
い
る
か
。

岡
田
町
長
　
ま
ち
バ
ス
に

関
し
て
は
実
証
運
行
を
行

っ
た
あ
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
実

施
後
、
本
運
行
に
切
り
替

え
、
現
在
運
行
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
利
用
状
況

は
、
令
和
３
年
度
は
１
４

０
９
人
、
令
和
４
年
度
は

１
５
０
７
人
の
方
に
利
用

し
て
い
た
だ
い
て
、
定
着

し
つ
つ
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
の
段
階
で
は
現

状
の
ま
ち
バ
ス
運
行
で
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

依岡　一生 議員依岡　一生 議員

大月町の豊かな自然

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー「
姫
の
里
」

大月町のここを聞く

宅地造成

計画と住宅建設補助金は
　計画検討会議を立ち上げる／町長

地
域
づ
く
り

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
取
り
組
み
は

　
地
域
全
体
の
町
づ
く
り
／
町
長

移動支援

生活支援バスの状況は
　定着しつつある
　　　　　　　／町長



A
　
団
塊
の
世
代
が
７５
歳

と
な
る
令
和
７
年
度
に
は

高
齢
化
率
は
５０
％
を
超
え
、

一
人
暮
ら
し
や
要
介
護
者
・

認
知
症
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
。
高
齢
者
自
ら
身
近

な
場
所
で
の
居
場
所
づ
く

り
や
お
互
い
を
見
守
り
支

え
合
う
「
互
助
」
体
制
作

り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

岡
田
町
長
　
６５
歳
以
上
で

要
支
援
・
要
介
護
の
認
定

を
受
け
て
い
る
方
は
人
口

の
約
２
割
弱
と
な
っ
て
い

ま
す
。
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
各
地
域
で

の
運
動
教
室
や
ほ
っ
と
セ

ン
タ
ー
で
の
介
護
事
業
等

へ
の
参
加
の
呼
び
か
け
を

通
じ
支
え
合
い
の
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
参
加
者
は
一
定
の
方

に
限
ら
れ
、
地
域
全
体
の

広
が
り
に
至
っ
て
い
な
い

の
が
課
題
で
す
。
引
き
続

き
関
係
機
関
と
連
携
し
て

地
域
を
見
守
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
作
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

A
　
１４
歳
ま
で
の
年
少
人

口
は
、
平
成
元
年
で
は
３

７
０
人
。
令
和
４
年
で
は

２
９
８
人
で
７
２
人
も
減

少
し
て
い
る
。
令
和
４
年

の
出
生
数
は
僅
か
９
人
と

危
機
的
状
況
で
あ
る
。
令

和
２
年
定
例
会
で
報
告
し

た
「
大
月
町
い
き
い
き
子

育
て
支
援
条
例（
案
）規
則

（
案
）」
の
条
例
化
を
目
指

す
考
え
は
な
い
か
。

岡
田
町
長
　
調
査
報
告
を

受
け
提
案
の
あ
っ
た
条
例

（
案
）に
つ
い
て
は
、
令
和

２
年
１２
月
定
例
会
で
、
今

あ
る
条
例
・
規
則
・
要
領

等
で
対
応
す
る
と
答
え
て

い
ま
す
。
こ
の
間
、
出
生

祝
い
金
の
増
額
や
出
産
育

児
関
連
用
品
の
購
入
費
助

成
・
提
案
の
あ
っ
た
出
産

準
備
金
と
し
て
１０
万
円
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
国
に
お
い
て
次

元
の
異
な
る
子
育
て
政
策

の
強
化
に
向
け
て
検
討
さ

れ
て
お
り
、
国
の
動
向
に

注
視
し
て
子
育
て
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

A
　
農
業
を
取
り
巻
く
状

況
は
農
業
者
の
高
齢
化
や

担
い
手
後
継
者
不
足
に
加

え
て
生
産
資
材
の
高
騰
・

価
格
の
低
迷
等
が
相
ま
っ

て
耕
作
放
棄
地
や
休
耕
田

が
拡
大
し
て
い
る
。

　
大
月
町
第
７
次
総
合
振

興
計
画
で
は
、
春
遠
地
区

の
「
森
の
里
」
を
モ
デ
ル

に
し
た
農
業
形
態
の
立
ち

上
げ
を
支
援
す
る
と
し
て

い
る
。
こ
の
取
り
組
み
は
。

岡
田
町
長
　
新
た
な
取
り

組
み
を
開
始
す
る
地
区
の

掘
り
起
こ
し
を
行
い
、
先

進
地
視
察
や
研
修
会
な
ど

を
行
い
地
域
農
業
の
活
性

化
の
取
り
組
み
を
図
る
た

め
支
援
を
継
続
し
て
い
き

ま
す
。

A
　
月
灘
地
区
の
国
道
３

２
１
号
線
沿
い
の
水
田
は

休
耕
田
が
拡
大
し
て
い
る
。

有
効
活
用
に
向
け
た
取
り

組
み
は
。

岡
田
町
長
　
水
田
の
有
効

活
用
に
つ
い
て
は
令
和
５

年
か
ら
２
年
か
け
て
、
農

業
委
員
会
を
中
心
に
地
域

農
業
者
の
意
見
を
集
約
し

目
指
す
べ
き
将
来
の
農
地

利
用
の
姿
を
明
確
化
す
る

地
域
計
画
の
策
定
を
行
い

ま
す
。

安岡　邦彦 議員安岡　邦彦 議員

元気に遊ぶ子どもたち

耕作放棄地

「居場所」と「互助」

支え合い体制を
　地域を見守るネットワーク構築／町長

農地を守る

耕作放棄地対策を
　地域農業者と
　　将来像を模索／町長

一　般　質　問

少
子
化
対
策

子
育
て
支
援
の
充
実
を

　
　
個
別
条
例
で
対
応
中
／
町
長



A
　
均
等
割
の
み
課
税
世

帯
３
万
円
の
給
付
金
に
つ

い
て
、
支
給
、
不
支
給
の

人
数
と
金
額
、
ま
た
、
そ

の
理
由
を
。

岡
田
町
長
　
給
付
し
た
の

は
４７
世
帯
の
１
４
１
万
円

で
、
給
付
し
な
か
っ
た
の

は
１
２
７
世
帯
分
の
３
８

１
万
円
で
す
。
限
ら
れ
た

時
間
・
期
間
の
中
、
制
度

設
計
を
す
る
上
で
、
今
回

の
選
択
は
妥
当
で
あ
っ
た

と
考
え
て
い
ま
す
。

A
　
妥
当
と
は
言
え
な
い
。

国
が
用
意
し
て
い
る
お
金

を
困
っ
て
い
る
人
に
届
け

な
い
の
は
、
行
政
の
怠
慢

で
は
な
い
か
。
今
後
、
改

善
す
べ
き
で
は
。

岡
田
町
長
　
そ
う
い
う
こ

と
の
な
い
よ
う
に
担
当
課

と
は
協
議
し
な
が
ら
執
行

し
て
い
き
た
い
。

　
非
常
に
迷
惑
か
け
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

は
反
省
を
し
て
い
ま
す
。

A
　
樫
西
園
地
の
件
で
、

議
員
よ
り
先
に
マ
ス
コ
ミ

や
一
般
の
住
民
に
行
政
の

取
り
組
む
情
報
を
流
し
て

い
る
。
全
員
協
議
会
で
説

明
す
る
か
ら
と
議
員
の
一

般
質
問
を
薄
め
て
い
る
し
、

な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
る
。

議
会
に
は
資
料
の
一
部
の

情
報
し
か
伝
え
て
い
な
い
。

ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
こ

と
を
し
た
の
か
。
こ
う
い

う
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
思

っ
て
い
る
の
か
。

岡
田
町
長
　
事
業
計
画
作

成
実
施
に
向
け
て
進
め
る

過
程
で
、
関
係
機
関
や
地

元
住
民
と
意
見
交
換
を
行

う
こ
と
は
必
要
な
こ
と
で

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際

に
必
要
な
事
業
説
明
を
し

な
い
と
い
う
こ
と
は
無
理

が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
の

で
、
決
し
て
議
会
を
軽
視

す
る
考
え
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。

　
こ
う
い
う
ご
意
見
を
い

た
だ
く
事
態
が
発
生
し
た

と
い
う
こ
と
は
、
私
も
反

省
を
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
誠
実
に
議
会
の
方
に

も
連
絡
し
報
告
し
な
が
ら

対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

浦木　秀雄 議員浦木　秀雄 議員

A
　
大
月
町
の
人
口
は
、

２
０
１
５
年
の
５
０
９
５

人
か
ら
２
０
５
０
年
の
１

３
７
６
人
へ
激
減
す
る
と

し
た
千
葉
大
学
の
先
生
の

予
測
を
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
る
か
。

岡
田
町
長
　
こ
の
教
授
の

研
究
成
果
と
い
た
し
ま
し

て
は
参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

A
　
大
月
町
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
は
、
２
０
６
０
年
に
３

０
０
８
人
を
め
ざ
し
て
い

る
が
、
１
０
０
０
人
を
切

る
勢
い
。
合
計
特
殊
出
生

率
の
増
加
、
移
動
率
０
の

取
り
組
み
を
さ
ら
に
検
討

す
る
用
意
は
あ
る
か
。

岡
田
町
長
　
状
況
と
し
て

は
厳
し
い
数
値
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

４０
年
先
の
話
で
す
。
３

０
０
８
人
に
向
か
っ
て
、

こ
れ
か
ら
２
０
６
０
年

度
ま
で
、
こ
の
内
容
に

沿
っ
て
、
ま
た
検
討
し

て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
時
期
も
来
よ
う
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

大月町のここを聞く

均等割のみ課税世帯給付金

不支給は許されない
　反省しています／町長

大
月
町
の
未
来
予
測
と
対
応
策

検
討
の
用
意
は
あ
る
か

　
　
　
　
　
将
来
は
検
討
／
町
長

行
政
の
健
全
化

議
会
を
軽
視
し
て
い
る

　
　
　
誠
実
に
対
応
す
る
／
町
長
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印
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有
限
会
社
 

宿
毛
印
刷

　
現
在
の
農
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
非
常
に
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
の
農
業
に

夢
を
抱
き
、
日
々
懸
命
に

汗
を
流
し
て
い
る
若
い
夫

婦
を
取
材
し
ま
し
た
。

い
な
か
暮
ら
し
の
決
意

　
裕
哉
さ
ん
は
、
高
校
を

卒
業
し
て
か
ら
大
阪
の
大

手
重
機
メ
ー
カ
ー
に
勤
め

て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
都
会
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
生
活
に
少
し
嫌

気
が
さ
し
始
め
た
頃
、「
よ

し
！
頑
張
っ
た
ら
頑
張
っ

た
分
だ
け
自
分
に
返
っ
て

く
る
仕
事
を
し
よ
う
」
と

代
々
続
け
て
い
る
「
農
業
」

を
父
親
と
や
っ
て
い
く
決

意
を
し
ま
し
た
。

　
妻
の
奈
緒
子
さ
ん
の
出

身
は
大
阪
。
以
前
か
ら
田

舎
暮
ら
し
に
憧
れ
を
抱
い

て
い
ま
し
た
。

　
た
ま
た
ま
見
た
大
月
町

の
『
地
域
お
こ
し
協
力
隊
』

に
応
募
し
、
並
々
な
ら
ぬ

覚
悟
で
移
住
し
ま
し
た
。

稼
ぐ
こ
と

　
主
に
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や

し
し
と
う
を
栽
培
し
、
農

協
や
産
直
市
に
出
荷
し
ま

す
。

　「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
違

っ
て
稼
ぐ
も
稼
が
な
い
も

自
分
次
第
」
と
言
う
裕
哉

さ
ん
。
祖
父
や
父
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
め
き
め

き
と
力
が
つ
い
て
き
て
「
で

き
る
こ
と
の
幅
が
広
が
っ

た
」
と
言
い
ま
す
。
身
に

付
い
た
力
で
「
農
業
で
お

金
持
ち
に
な
り
た
い
」
と

夢
を
語
る
そ
の
目
は
希
望

に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

農
家
の
力
に
な
り
た
い

　
奈
緒
子
さ
ん
は
、
裕
哉

さ
ん
と
結
婚
す
る
前
か
ら

農
業
で
な
か
な
か
生
計
が

立
て
ら
な
い
人
た
ち
を
見

て
、「
私
に
で
き
る
こ
と
が

あ
れ
ば
」と『O

N
E D

ISH

』

と
い
う
通
販
サ
イ
ト
を
立

ち
上
げ
、
町
内
の
農
家
さ

ん
の
野
菜
を
全
国
に
販
売

し
て
い
ま
す
。

　
出
会
う
べ
く
し
て
出
会

っ
た
お
二
人
。
子
ど
も
に

も
恵
ま
れ
、
と
て
も
幸
せ

そ
う
な
笑
顔
が
印
象
的
で

し
た
。

（
取
材
　
中
田
巌
）

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
委
　

員
　

長
　
依
岡
　
一
生

　
副
委
員
長
　
野
村
　
満
久

　
委
　
　
員
　
中
田
　
　
巌

　
委
　
　
員
　
浦
木
　
秀
雄

　
委
　
　
員
　
安
岡
　
邦
彦

編
集
後
記

編
集
後
記

　
６
月
定
例
会
に
お
い
て
、

新
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
の
設
置

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
移

行
す
る
予
算
を
議
決
し
ま

し
た
。

　
７５
歳
以
上
の
方
の
い
る

家
庭
に
新
告
知
端
末
が
設

置
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で

同
様
、
防
災
情
報
や
生
活

関
連
情
報
・
ラ
ジ
オ
放
送

に
加
え
、
新
た
に
自
宅
で

簡
単
に
で
き
る
脳
ト
レ
機

能
が
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
数
年
後
に
は
５
人
に
１

人
が
認
知
症
を
発
症
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
機
能
を
活
用
し
て
認
知

症
リ
ス
ク
を
遠
ざ
け
た
い

も
の
で
す
。（

安
岡
　
邦
彦
）

姫ノ井　兼松　裕哉　 さん

　　　　　　　奈緒子 さん

ゆ う や

な お こ

姫ノ井　兼松　裕哉　 さん

　　　　　　　奈緒子 さん

ゆ う や

な お こ

音
澄
ち
ゃ
ん

お
と

音
澄
ち
ゃ
ん

お
と
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